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１．はじめに 

 本発表では，ニューラルテスト理論における DIF 検出の方法を提案する。DIF 検出方法としては，こ

れまで IRT の枠組みで提案されてきた熊谷・山口・小林（2005）および熊谷（2007）を，ニューラルテ

スト理論に応用することとする。 

  

 

２．DIF指標の計算 

 今回提案する方法は，以下の手続きによりDIF指標が計算される。 

 

１）データ行列の分解 

 Thissen, Steinberg, & Wainer(1993)による尤度比

を用いた方法と同様に，データ行列においてDIFを検

討すべき項目を下位集団ごとに分解し（図1），個別の

項目として扱う。 

 

 

 

 

図1 データ行列の分解 

 

２）項目参照プロファイルの推定 

 １）で作成したデータ行列において，項目参照プロファイルの推定を行う。この時，DIFを検討する項

目については，集団１と集団2の部分として，2つの項目参照プロファイルが推定されることとなる。 

 

３）DIF指標の計算 

 ２）で推定されたDIFを検討する項目に対する項目参照プロファイル（IRP）および，潜在ランク分布

（latent rank distribution, LRD）もしくはランク・メンバーシップ分布（rank membership distribution, 

RMD）を用いて，以下の式により，DIF指標Kを算出する。 
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ここで  は潜在ランク数，      はそれぞれ集団１および集団 2 として推定した項目参照プロ

ファイルでの潜在ランク qにおける項目正答確率，  は潜在ランク q における相対LRD もしくは相対

RMDの値とする。
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３．指標について 

 （１）式で示されたDIF指標Kは，２つの IRPか

ら得られる，各潜在ランクにおける正答確率の差（図

1 の上段参照）について，母集団全体（図 1 の下段）

での期待値を算出していることになる。 

 これにより，指標Kは，0から1の数値で表される

ことになり，正答確率の差として理解が容易になる。 

 

 

４．指標Kについての検討 

 指標Kの性能を検討するために，2母数項目反応モ

デルと一様乱数を利用して，DIFシミュレーションデ

ータ*を作成し，Mantel-Haenszel法（以下M-H法）と

の比較を行った。 

 指標KとM-H法におけるΔMHとの相関は .92となり，

非常に高いことから，指標KもM-H法と同程度の性能

があることが示された。 

 また，指標 K とΔMH との散布図を図２に示す。

Roussos and Stout (1996)による Large or C-level 

DIF の基準であるΔMH≧1.5 に対して，指標 K では，

0.1 を超える部分において，ほぼ対応していることが

示された。 
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図1 DIF指標の意味 

 

 

*15項目をDIFが無い項目，50項目をDIFが生じ

ている項目としたデータセットを2セット作成 
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図２ 指標KとΔMHの散布図 


